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複数の提案を同時に評価するメカニズム

• メカニズムの性能は細部に依存する
• 同時に複数の競合する提案を評価するメカニズムの場合

• 提案項目の数：提案者のタイプが一次元ではないとき、スコアリングオークション（総合入札方式）は価格のみのオー
クションや比較審査よりも売り手の利得を高める(Asker and Cantillon, 2008)

• 参加コスト：事業評価の難しさや他の入札が出そろうまでの待ち時間等により参加コストが高くなると、競合する提案
が出にくくなり、売り手の利得が低下する(Bernhardt, Liu, and Sogo, 2020)

• 不確実性：契約の不履行や再交渉が可能であったり(Bajari and Tadelis, 2001)、提案がどのように評価されるかの不
確実性が高いと(Takahashi, 2018)入札競争が緩和され、売り手の利得が低下する

• これらの問題が深刻な場合、逐次交渉や公示価格など、「同時に複数の競合する提案を評価しない」メカニ
ズムが用いられる

• 取引費用がかかる市場では、初期の資源配分の非効率性は外部の介入なしには事後の市場に
よって解決されない(Myerson and Satterthwaite, 1983)ため、初期配分は重要

• 同時に複数の競合する提案を評価するメカニズムでは、事業者に提案させる項目は社会の目
的を達成するために最小で、評価が確実で、自己拘束的なことが望ましい
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利用情報 性能
メカニズム 評価額 タイプ 効率性 公平性 売り手の利得 性能予測
比較審査 × 〇 ？ ？ ？ ？
総合審査(現行方式) 〇 〇 ？ ？ ？ ？
くじ引き × × × 〇 ？ ×
オークション 〇 × 〇 ？ 〇 〇
スコアリングオークション(総合評価) 〇 〇 〇 ？ 〇 △



周波数配分と市場成果
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赤色は負の影響、青色は正の影響
* (+)は正の有意 (-)は負の有意 (?)は有意差無し NAは分析無し
** Kuroda and Baquero (2017)は電気通信普及財団の助成利用、Bahia and CastellsはGSMA所属
*** Ershov and Salant (2021)の比較対象は比較審査に限らない
**** Hazlett and Munoz (2009)は周波数量を搾って落札額を引き上げると厚生が下がることを示した研究

著者 年 掲載誌 周波数 分析対象 説明変数 手法 数量 料金 その他
Bauer 2003TPOL PCS OECD18国 免許料 OLS ? NA
Gruber 2007Info 3G 欧州17国 ダミー OLS NA NA 導入の遅れ(?)

免許料 OLS NA NA 導入の遅れ(?)
Hazlett and Munoz 2009RAND 2/3G 28国パネル ダミー 3SLS ? +
Hazlett and Munoz 2009IEP 2/3G 南米11国パネル ダミー 3SLS ? +
Park et al. 2011IEP 3G OECD21国 ダミー OLS ? ? 導入の遅れ(?)HHI(?)

免許料 OLS ? ? 導入の遅れ(?)HHI(?)
Zaber and Sirbu 2012TPOL 2/3G 126国パネル ダミー OLS/RE +/? NA
Madden et al. 2014RofIO 3G 49国パネル ダミー IV(2SRI) NA NA 新規参入(+)
Kuroda and Baquero ** 2017TPOL 3G 47国パネル ダミー NNMatch/DR/IV ? ? 3G普及率(-)
Bahia and Castells ** 2021TPOL 2/3/4/5G 64ヶ国229事業者パネル ダミー IV NA NA 4Gエリア(-)

ダミー IV NA NA ダウンロード速度(-)
ダミー IV NA NA アップロード速度(-)
ダミー IV NA NA レイテンシ(-)

Ershov and Salant *** 2021WP 4G-Sub1G-First 17国全事業者パネル ダミー DID *** ? ? HHI(+)最大シェア(+)3Gカバレッジ(+)
4G-Sub1G-Second ダミー DID *** ? ?
4G-Sup1G-First ダミー DID *** ? ? HHI(-)最大事業者シェア(-)4Gカバレッジ(+)
4G-Sup1G-Second ダミー DID *** ? - HHI(+)最大シェア(+)



周波数配分と市場成果
• Hazlett and Munoz (2009)

• 周波数オークションの成功は落札価格の高さとみなされてきたが、独占者に周波数を売って消費者余剰を
減らす事は成功とは呼べない

• 通信サービス費用を資本と周波数の関数としたときの、数量競争均衡におけるマークアップ(価格)と数量
の決定式を推定

• オークションはマークアップと正に相関しているが、供給する周波数量を増やすことでマークアップは下
がり、売り手の収入減よりも大きな消費者余剰が得られる

• Madden et al. (2014)
• 政府は競争によって市場の失敗を緩和するため、周波数配分で新規参入を促進しようとする
• 新規参入はオークションによって、また周波数価格ではなく量に対する優遇によって促進される

(*)スコアリングオークションは価格に対する優遇になるため新規参入に有効ではないかもしれない

• Kuroda and Baquero (2017)
• 既存研究は分析手法に難があるため、OLSによる再現性を確認した上で、 Imbens and Wooldridge 

(2009) の推奨する回帰とマッチングを組み合わせた方法によってオークション導入の効果を検証
• 全体では3G普及率に負の影響があったが、OECDや欧州に限ると有意差無し
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周波数配分と市場成果
• Bahia and Castells (2021)

• 2010-2017年、30の途上国と34の先進国、229の通信事業者レベルのデータを用い、操作変数
法によってライセンス料が速度・エリア・レイテンシに負の影響を与えたことを示した

• オークションダミーは市場成果に影響を与えないがライセンス料に影響を与える操作変数とされ
ている
• Kuroda (2019)ではオークションダミーが内生変数で、政府負債や普及率がオークションの採用に影響す

るとしている
• オークションにおける協調行動による低価格落札はオークション後の市場における協調行動と相関して操

作変数として機能しないのではないかと考えるが、統計的テスト（過剰識別検定）には通っている
• 過剰識別検定はラグ項の操作変数を増やせば機能しなくなることが知られている(Roodman, 2009)が、

論文に詳細が書かれていない
• なぜか価格・普及率・ラグなど既存研究で扱われてきた変数を見ていない
• 分析に日本のデータが含まれていない
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周波数配分と市場成果
• Ershov and Salant (2021)

• 現代的な政策効果の検証法の一つである「差の差分析」によって、欧州の4G周波数配分が市場成
果や企業行動に与えた影響を分析

• 追加的に周波数を配分すれば市場成果に正の影響を与えるはずだが、1GHz以上の二度目でしか
市場成果に改善が見られない

• 事業者別分析では、1GHz未満の周波数配分後に集中度が上がり、既存企業価格が上昇して、新
規参入者の投資が減少している

• これは、オークションが既存事業者による
周波数買い占めによって集中度が高まると
する理論的予測と整合的である
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事業者 回数 周波数帯 ARPU 3Gカバレッジ 4Gカバレッジ
トップ事業者 一回目 1GHz未満 ? ? ?
トップ事業者 二回目 1GHz未満 + ? ?
トップ事業者 一回目 1GHz以上 + ? +
トップ事業者 二回目 1GHz以上 - - ?
他の強力な既存事業者 一回目 1GHz未満 + ? +
他の強力な既存事業者 二回目 1GHz未満 - - ?
他の強力な既存事業者 一回目 1GHz以上 ? ? -
他の強力な既存事業者 二回目 1GHz以上 - ? ?
3G新規参入事業者 一回目 1GHz未満 ? - -
3G新規参入事業者 二回目 1GHz未満 - + -
3G新規参入事業者 一回目 1GHz以上 ? + +
3G新規参入事業者 二回目 1GHz以上 - - +



オークション導入のプラクティス
• 米周波数オークション導入のプラクティス

• エヴァン・クウェレルはFCCエコノミストとして周波数オークションの設計を担当
• ミルグロムはノーベル経済学賞受賞後に「エヴァンの個人的な貢献は非常に大きく、彼がこの賞
を分け合うのが適切だったでしょう」と述べている(Partnership for Public Service, 2021)

• Kwerel and Rosston (2000)はオークションという経済効率性を向上させるための新しい政策を
1年で設計し実装できたのは、経済学者（理論家と実験家）・産業界（通信事業者と法律家）・
政府（政策・立法・執行）の協力によるものであり、FCCのみでは実現できなかったであろうと
述べている
• FCCは二人のオークション理論家とカルテクの実験経済チームを雇用した
• 通信事業者も経済学者をコンサルタントに雇い、それぞれがいくつかのオークション方式を提案した。パ

シフィック・ベルはミルグロムとウィルソンを雇い、同時複数ラウンドオークション(SMRA)を提案した。
マカフィーもAirTouchへのコンサルティングでSMRAを提案した

• FCCの会合以外に理論家/実験家と交流できる二つのシンポジウムがYale大学とカルテクにて開催された
• FCC長官は最も安全なオークションではなくベストなアプローチを求めていたが、FCCスタッフの中には

未だ実行されたことがない型式を採用し「βテストサイト」となる事を望まない者もいた。
• FCCは当初逐次競り上げ入札オークションを提案したが、オークション理論とカルテクの実験室実験の

データによりSMRAを採用する事となった。
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オークション導入のプラクティス
• 米周波数オークション導入のプラクティス

• ミルグロム「オークション 理論とデザイン」第1章より
• オークション設計という工学的な仕事は完璧な経済分析に裏打ちされているわけではない推測や判断に時

に頼らざるを得ない。オークションの設計者は、理論から着想を得、可能な限りこれらの考え方をテスト
し、その限界を認識しつつ設計を実行し、最悪のケースの分析や類似の実践例を用いて設計を補完する。

• FCCがそのオークション・デザインを決定するに当たり、理論分析によって導かれたミルグロム＝ウィル
ソンの設計デザインを採用した大きな理由は、カリフォルニア工科大学のラボでチャールズ・プロットの
実験が成功したことであった。この設計デザインを実行するソフトが開発されたことも、もう一つの重要
な要素だった。

• 理論は、実験の設計デザインに手引きを与え、実験のどの部分が一般化できるのかについて示唆を与える。
また、どんな経済原理が働いているかを明らかにし、オークションの設計を変えたときの予測や、オーク
ションデザインの改良を可能にする。

• 初期のFCCオークションのソフトウェアは、入札者が間違いを犯しやすいものだった。入札者は、「後に
タッチミス入札(fat finger bid)」と呼ばれるようになったミスを何度も犯した。(中略)FCCがオークショ
ンのインターフェスを変更し、入札者は入札画面のメニューバーから入札額を選択するという方式を改め
たことによって、「タッチミス」と「競争者へのシグナル」という二つの問題が同時に解決されることに
なった。
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オークション導入のプラクティス
• 広告オークションの導入におけるエコノミストの活用(Athey and Luca, 2019)

• 1990年代にOverture（後にYahoo!に買収される)がカルテクの経済学者を広告オークション設計のため
に雇用する

• Googleは2002年にHal Varianをコンサルタントとして雇い、後にチーフエコノミストとする
• VarianはGoogleのIPOにおけるオークション設計についても助言している (レヴィ, 2011)
• Microsoftは2008年にマカフィーとエイシーを雇っている
• Facebookも広告オークションに経済分析を利用している

• これらのエコノミストは広告オークションの機能の理論的検討・データ分析のための枠組みの提供など多
岐にわたる貢献をしている

• Amazonはトップレベルの意思決定に経済分析を活用しているほか、様々な部局での実験設計・分析を担
当しているとされる

• オークションは政府の公共調達・国債売却・周波数配分などにおいて、また様々な企業の実
践において実用段階の技術成熟度レベルに到達している

• 今後のデジタル化の進展において周波数配分のような重要な意思決定を属人的な意思決定に
委ねる事には大きなリスクがあるのではないか
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